
【２０１８年洛東ブロック年間計画】 

 

 

１、小学生から高校生までが集まる場を用意し、地球環境に関する意識を 

高める。青少年が集まれる場、ブロック合同の子どもとともに捧げる 

ミサを企画する。 

 

２、近隣に住んでいる外国人の、ミサへの参加が増えていることに応えて、

日本語学習などの機会を通して、多文化交流を進めていく。 

 

３、ブロック合同で、四旬節黙想会、典礼学習会、平和祈願ミサと平和旬間

講演会、病者のためのミサといった機会をもち、「いのち」を体験する。 

 

４、「ラウダート・シ」の学びから実践への展開として、いのちの尊厳を守

り、人権を擁護し、世界平和のために取り組むブロック合同「いのち・

平和・環境」部会の設置を目指す。  

 

 

以上 

 

 


